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※統合報告書アワード本審査申込サイト入力後、自動返答でお送りするURLより申込企業の管理サイトにお入りの上、ご希望のオプションのボタンをお選びください。

グローバル・コミュニケーションに必須の「効率的で・速く読め・理解しやすい」情報伝達術です。
ただ単に日本語の情報を英語化するだけでなく、ガイドライン*に沿ってライティングを行い、誤解なく、明確に説明することで、読み手は適切な判
断を下し、行動することができ、読み手から共感を得ることができます。
アメリカ、イギリスでは1979年に政府主導で、2019年にはISOが国際標準として、プレイン・ランゲージを規格化することを採択し、標準化を進めて
います。また1998年には米国証券取引委員会（SEC）によって、企業が開示する資料をプレイン・イングリッシュで書くための指導と手引きが発行さ
れています。*能動態や肯定形の使用など

・海外投資家は、欧米を中心にアジアを含む日本国外在籍者を対象にし、Institutional Investor Researchに調査依頼します。
・評価項目は、１－１０といったスケールにて評点をつけ、優位性向上につながる定性的なコメントもございます。
・調査結果は2024年3月下旬～4月上旬で英語にてご参画企業それぞれにお渡しいたします。
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調査付きプラン（プランB）にご参加いただく企業様の英文統合報告書は欧米を中心としたア
ジアを含む約16の在・海外機関投資家から評価されます。

１つの英文統合報告書に対して複数社がチェックし、優位性向上に資する評価レポートを英
文にてフィードバックさせていただきます。

【評価項目】

評価者はオンライン上で日経統合報告書アワード2023の１次審査基準と同じ下記の項目につ
いて、同じチェックポイントを基準に1-10のスケールで評点をつけ、それぞれの項目に対し
て評点をつけた理由をコメントいたします。

① トップマネジメントのメッセージ
② 企業価値創造を実現するための企業理念（パーパス・ミッション・カルチャー・バリュー・ビジョ
ン）の記述

③ 自社固有のマテリアリティの抽出と時系列（短・中・長期）を意識した価値創造プロセスの提示
④ 自社の経営資源（各種経営資本）の冷静な分析と中長期経営目標・戦略（ビジネスモデルの変革含
む）に関する記述

⑤ 企業特性に合った重要な経営目標指標（ESG項目含む）の抽出とKPIの提示と成果の公表
⑥ 投資家の分析に必要十分な財務情報・財務関連情報が記述されているか
⑦ 中期的業容の展開にあたり説得力のある資本配分政策・財務政策・事業ポートフォリオ管理の記述が
あるか

⑧ ESGのうち「環境関連」情報の記述と企業価値関連性への言及
⑨ ESGのうち「社会関連」情報の記述と企業価値関連性への言及
⑩ ESGのうち「コーポレートガバナンス・システム」の高度化が窺える記述があるか

【評価者回答画面イメージ】
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